




〔研究目的〕 

β2-microglobulin(以下 BMGと略)は 100 個のアミノ酸からなる分子量11,800 の低分子蛋

白であり,そのアミノ酸構造と免疫グロブリン(IgG)の constant domain 特に CH3との類似

性,さらにリンパ球表面の主要組織適合抗原(HLA)の L 鎖との同一性が認識され,免疫機序

の発現との関係が注目されるようになった。BMG はリンパ球のみならず,ほとんど全ての有

核細胞血小板,癌細胞でも合成されることが明らかになり,腎疾患,リンパ増殖性疾患,悪性

腫瘍,自己免疫疾患などでの意義が論じられている。我々は,川崎病の発症機序に免疫学的

背景,とりわけ ImmuneComplex(以下 IC と略)が重要な役を演じていることを示唆した。そ

こで,川崎病において BMG はどのような動態を示すのか,IC と関係があるのか,川崎病の何

らかのパラメーターになりうるかについて検討した。 


